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研究の目的

埋立てや浚渫等の海洋工事では，土砂投入や海底掘削によって濁りが発生することから，生態系や周辺環境を保全するため
に日々の濁りを監視する必要があります。翌日の工事により発生する濁りの拡散を精度よく予測できれば，事前に濁りの影
響を確認し，適切な施工計画を選定することができます。海洋の濁り拡散は，流動場が適切に再現できたとしても，濁りの初
期値が不明であることから解析精度を確保できないという問題があります。本研究では，工事に活用可能な濁り拡散予測の
精度を確保するため，濁りの平面分布をリアルタイムに取得し解析初期値に取り入れる手法の開発を目的とし，衛星データ
を活用した拡散解析を実施して手法の妥当性を検討しました。

技術の特長

従来，海洋工事における濁りの拡散予測では，日単位の施工量や工法，使用機械による濁りの発生量を予め算定し，これを濁
り拡散解析モデルの工事地点に点源として入力します。工事における濁りの発生量の算定方法はマニュアル等が整備され
ており，工種に合わせて詳細に設定することができます。しかしながら，実際の濁りは複数の点源からの重なりや過去の残
留分によって面的に広がっています。本技術は，濁り拡散解析の初期値として濁りの平面分布を取り入れることで，翌日の
濁り分布を精度よく予測します。これにより，周辺環境への影響を事前に確認し，合理的な環境保全措置に活用できます。

主な結論と今後の展開

大阪湾を対象に，当日の濁り分布を解析の初期値とした拡散解析を行った結果，翌日の濁り平面分布の再現が可能であるこ
とを確認し，日単位で濁度の初期値を更新することで日々の濁り分布の解析精度を確保できることが示されました。
また，翌々日までの拡散予測のためには，本手法では，拡散解析における濁度の低減機構（例えば濁度成分の沈降）などを設
定することで，解析精度を確保できる可能性を確認しました。今後は，工事に必要な解析精度を精査し，濁り分布をリアルタ
イムに取得して取り入れる一連の濁り拡散予測手法について開発を進める予定です。
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事例　大阪湾における台風18号後の濁り拡散
（計算値は初期値を1日ごとに更新することで精度が向上）

衛星データによる濁りの平面分布を活用した濁り拡散解析の検討
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